













22. サ フ ァイ ア対 向ア ンビル を用 いた静水圧 発生 とそ の利用
長谷川 昌 宏
現在ー 高圧下の物性研究においてダ イヤモ ン ドア ンビルセルは非常に重責 な役 を
演 じて いるか､ それに用 いるダイヤモン ドア ンビルの最適 な形状 ははっ きりとして
おらず､ これ を決定す ることを目的 として古野 らに よってサフ ァイアア ンビルの研
究が行 われ ることとな った. 固体圧綿の場合には､ ガスケ ッ トに銅片､ 圧力媒体 に
は黒船の粉 を用 い るのか よ く､ テーパ一角 (国中のe)か 10-20'のア ンビルで14
GPa 程度の高い圧力 を発生で き､ 形状 として最適で はないか とい うことがすでに報
告 されてい る. しか しなが らー ガ スケッ トに併 青銅片､ 圧力媒体にアルコールの浪
合液 ()り一丸.･エり-舟.･水 =16.･3:1) を用いた静水圧の発
生においては､ それが 当ては まらないことか今 回の一連の
実験 においてわかった. 種々のア ンビルによる圧力発生の
結果は右下の蓑の ようになっている. それに よるとア ンビ
ルの加圧榊が結晶の C韓 に平行な場合はテーパー角か 30●
の ものか､ テーパー角か 18●の場合には加圧軸 と# 晶の C
輪 とのずれ (国中の ≠)が 90●の ものか
高い圧力 を発生で きるこ とが わかる.
また､ サファイアア ンビルの利用 とし
て､ サ7 7イアがダ イヤ モン ドに比べて
より短波長の光 を透通 させ ることを活か
し､ ダ イヤ モン ドの吸収端の圧力 に対す
る変化 を訴べた. 最高で 2.36Pa までの
圧力下で光学測定 を行 い､ 圧力の増加に
対 し吸収端は さらに短波長輔にシフ トす
るとい うデータを得た. これはダ イヤモ
ン ドの基礎ギャップか圧力 と共に広が っ
てい くことを示 し､ 実境 によ り得 られた
6.3J)eV/GPaの数値はP.E.VanCa■pらやS･
Fahyらの理絵計算の結果 とはぼ-敦 して
いる●
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